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福島県沿岸に生息するウニ類のうち、漁獲対象種はキタムラサキムz だけである。本種の積極的塙

殖対策として、移殖放流事業が実施され生産効果をあげている。

近年、移殖放流用種苗の確保が困難となりつつあり、天然の未利用資源開発と並行して、人工種苗

の生産技術開発が望まれている。

本種の種苗生産は 1960年代後半から、青森県と本県で試験的に行なわれてきた。著者等は、県水産

種苗センターの設置に伴ない、 1972年および 1973年放流用種苗の量産化を目的として試験を行なっ

た。この聞に得られた若干の知見を報告する。

材料および方法

種苗生産試験

試験は 1972年 11月15日と 1973年 10月 3臼('72年分，・73年分と略記)に採卵したものを対象

にした。

1. 採 卵

親ウニi立小名浜地先から採集し、 1トン木製角型水槽でアラメを与えて飼育し採卵に供した。

採卵は、 '72年分は 0.5rnolKOl液注入の常法、 '73年分は 0.5rnolKOl1夜1cc.を親ウニの囲口部に

注射器で注入し、雌雄別A に 5s三角プラスコ中に採卵採精した。

受精卵は 60sアクリル角型水槽内で十分洗卵した後、室内に放置してふ化させた0

2. 浮遊幼生の飼育

飼育水槽は、 '72年分は 60sアクリル角型水槽、 '73年分は 0.5トンパソライト円型水槽と 1トン木

製角型水糟を併用した。

幼生収容密度i士、収容時には 5個体/cc.とし、付着期に 1個体/10cc.程度を目安にして間引きした。

餌料は 5s三角フラスコで500万ceIIs/cc.の濃度に培養したChαetOceros gracilisを、

ふ化後 3目白から付着直前まで、 1X 104cells/cc.の密度に保つように投餌した。



ででー==守苧霊安畳穆

5L育問水とし、撹鮮のた雌く通気したo問、叩は 3日毎山内は幼生収容

後 10日目に 1回だけ勾換水を行なったo

3J;詑訳f出:r出?九;口1f1T工て付着碇藻を橋し…ライト鰍板を械縦横椴交拙叫互白配に叩こ

前に、幼生飼脊水槍中 lにこ垂下しTこ~o '7η2年分lは土 30X 30 c，αP瓜約η波板を 1臼5枚、 '73年分は

板を 90枚付着器として使用した。

波板に稚ウニが付着してからは流水にした。

4飼 品;?12年分は 1ト明角型水槽、 7明主 10トンコンクリート角型水槽を使用はo

波板に付着した稚ウニi士、付着後 1週間目に波板ごと土記の水槽に移し、自然繁殖する付着珪藻を

餌料としたo 餌料が不足した時は、付着桂藻を培養した波平を追加した。舌

稚ウニが 1CI1I前後に成長した時点で波板から剥離し、塩ヒ製収容音量を上品水槽に垂下して、その中

で放養した。
剥離後はアオサ、アラメ、ウミトラノオ等の海藻類を主体に投餌した。

水槽底に蓄積する汚物は適宜除去した。

飼育期間中は原則として毎月 1回、殻径と重量を測定した。

種苗生産試験によって得られた人工種苗は試験放流に供した。

殻径 1センチ稚ウニの飼育試験
73 年 10 月 3 日に採卵して採苗したキタムラサキムニから、 1974 年 5 月 9 日に殻径 0 ・9~ 1. 0cm

重量0・5.gの個体だけを抽出し、 1974年 5月 10日から 6月10日までの 1箇月間、餌料種類7.11賦育試

験L:翠?官官;2じみ収容龍を作成山飼料種類別?了党コ;oJiZ2立
寵を 7器使用し、収容面積別飼育試験では 10X 10 cm ， 20 X 2u C1I1， 

てよみこ弘前述の 0.5g稚ウニを岬ずつ収容し、 10トソ流水式コンクリート角型水槽 (2

34品需品品提訴?:rrift，ススキの 5種

類であれ比較のために混合区と無投餌区を設定したo混合区で投餌したのは前述の 5種類である。

収容面積別飼育試験では陸上植物のススキとスイバを混合投与した。両訴験においても、餌料ま常に

新鮮なものを十分量投与し、自然繁殖する付着碇藻は 5日毎に水洗除去した。

飼育個体は 10日毎に全個体をとりあげ、軽振して水分を切れ 1個体毎の重量を測定したo

結果および考察

?T5r;芝?f古tT11叫採卵分は、 採捌9卵鰍脚即H隙船附後炉仰3訂叩7

から約和2，5叩∞個伽の稚和ウニ技淵1隊帆し山たh。吋叩に 5岬体附を永i?そ??区に一干流しはた。
73年 10月3日採ss分1;1:.，採卵後 19日目に稚ウユへの変態kフロrしたo '74年 2月13日から成

長の良い個体からIi良次剥離した。 6月4日から 7月15日までに永崎，四倉，磯部各地先に計 17，0

{固2立てよネでの飼育期間中、浮遊幼生期から付着稚ウニへの変態時期の歩留り問悪かったo
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浮遊幼生には外見的異常の差が認められないにもかかわらず、飼育水槽によって付着稚ウニの出現状

況に極端な差があった。付着稚ウニにまで飼育できたのは 5水槽のうち 1水槽の割であった。波板で

飼育期間中の歩留りは 50%前後と推定され、弱j離後はほとんど発死はみられず生残率は高かった。
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図1. 人工採苗キタムラサキウニの殻径成長
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人工採苗キタムラサキウニの殻径成長を

図 1に示した。人工採苗キタムラサキムニ

の採卵後9筒月目の殻径範囲I士、 '72年分は

0.2~2.8 cm， '73 年分は 1.2~3.0cmであ

った。最大殻径は同年分とも大差なかった

が、最小殻径では '73年分の方が 1.0cm大

きかった。 '72年分に比べ、 '73年分の方

が全般的に大型個体出現頻度が高かったが

これは早期採卵、稚ウニの選別、飼育密度、 置

餌料の質と量など、飼育技術の向上のため

と考えられる。飼育水温は採苗期を除き、

'72年分の方が相対的に高かった。

殻径と全重量の関係を図 2に示した。両

者の関係は W=0.677D2 • 688C W;全重量

g D;殻径cm)の曲線式でほぼ表わすこ

とができる。この曲線式は殻径 3cmまでの

稚ウニにはよく対応するが、殻径 3CI1I以上

の稚ウニでは重量が測定値よりやや高く出

15 

る傾向がある。

殻径 1センチ稚ウニの飼育試験

2 

11 箆(~)

図2.殻径と重量の関係

餌料種類別飼育試験と収容面積別飼育試験結果を、人工採商キタムラサキムニの飼育条件差による

重量成長として図 3に示しTこ。またこの間の日間増重率と月間増重率を表 1に示した。
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国3.人工採苗キタムラサキウニの飼育条件差による重量成長
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餌料種類別飼育による 1箇月後の重量成長は、ウミトラノオ区，アヲメ区，アオサ区，混合区，ス

スキ区.ヒジキ区，無投餌区の願に良好であった。アオサ区での成長は、 10日目までは最も優れてい

たが、 20日目以降はアラメ区より劣った。混合区はススキ区に比べ、 20日目までは劣っていたが、

1箇月目には優れた成長を示した。収容面積別飼育では、餅料効果のあまり良くない陸上植物を用い

たにもかかわらず、収容面積が 9倍になると、ウミトラノオとアラメを餌科として用いた場合の中間

の成長を示した。

表1 人工採苗キタムラサキウニの飼育条件差による日間増重率と月間僧重率

餌料種類

ウミトラノオ
アラメ

アオサ

混合
ススキ

ヒジキ

無投餌

ススキ+スイパ
H 

収容面積

1 ( 10 X 10 cm ) 

F 

1 ( 10 X 10 CIfI ) 

4 ( 20 X 20 cm) 

9 ( 30 X 30 cm) 

日間増重率 ('lo)

3，20 

2.85 

2.59 

2.42 

2.09 

1.91 

0.31 

1.81 

2.23 

2.93 

月間猶重率 ('70) 

93.60 

88.26 

80.22 

75.00 

64.86 

59.14 

9.54 

56.10 

69.28 

90.70 

r = ..，..Wt - WlL_ X 100. ( r ;日伺)間増重率拘 T;飼育日侭)数 ¥ 

Wu銅育終期重量包)ノす(刊十 Wt) ¥Wo;飼育初期重量(g)

以上のことから、波板から剥離直後は付着珪藻から海藻類への転換餌料という意味でアオサ等の葉

体の薄い海蔀類が餌料として適しており、それ以降放流サイズまでの飼育餌料は、ウミトラノオやア

ラメ等の褐藻類が適していると考えられる。時化等で海藻餌料が長期間入手できないような時は、陸

上植物が代用餌料として有効である。また混合区の重量増加傾向から、殻径 lcm稚ウニの餌料選択性

は少ないようである。

飼育試験中、姥死個体は無投餌区で 2個体みられただけてずあった。 2個体とも発見時、殻の上部に

共食いによる損傷が認められた。

今回の試験からは適正収容密度を求めることはできなかった。

? 
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要 約

1. キタムラサキムニ放流用種苗の量産化を目的として種苗生産を行なった。

2. 人工採菌キタムラサキウニの採卵後 9 箇月目の殻径範囲は、 1972 年採苗分は 0.2~2.8 cm ，1973 

年採苗分は 1.2~3.0cmであり、 1973 年採苗分の方が成長が良好であった。

3. 1974年6月4日から 7月 15日までに 17，000個の人工採苗キタムラサキムニを種苗として放流

した。

4. 入エ採苗キタムラサキウニの殻径と重量の関係はw= 0.677 D2・688で表わすことができる。

5. 餌料種類別飼育による重量成長は、ウミトラノオ，アラメ，アオサ，ススキ，ヒジキの順に良好

であった。

6. 陸上植物が海藻餌料の代用として使用できる。

7. 稚ウニの餌料選択性は少ないようであった。
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